
地域課題について西部地域包括
支援センターとしての取り組み
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桑名市西部地域包括支援センター
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西部包括の地域課題

1.防災対策 2.通いの場支援

3.認知症対策 4.社会資源の不足

新型コロナウイルス感染症が収束
されず、在宅医療・介護連携支援
センターにオンライン研修方法を

教えてもらう

の取り組みを検討しました



・水害の被害に遭いやすい
・ケアマネジャーから「どこに避難させた
らいいか分からない」と相談がある
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どこに
避難し
たらいい
の？

1.防災対策

・避難場所等の周知が必要

・ケアマネジャーの担当している地域により浸水のリスクが異なる

検討

いなべ川を挟んで4地区がある

台風

洪水

豪雨 地震

家屋倒壊
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①ケアマネジャーとのオンライン交流会で、桑名市防災・
危機管理課職員の話を聞く。災害について意見交換

ケアプランに避難場所の
掲載

避難行動要
支援者名簿
の紹介

ハザードマップを
ケアマネジャーに
配布

桑名市〇〇に住んでいる古い平屋の借家に住ん

でいる90代の足の悪い女性、同居の息子と二人
暮らし。災害時どこに避難すればよいか？

洪水の場合でもその場所は浸水しない、家の
中にいるのが安心。

対応
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2.通いの場支援

新型コロナウイルス感染症が流行
し、通いの場や健康ケア教室が閉
鎖されることが多くなる

・フレイル、閉じこもりにより心身機能の低下の懸念検討

市内で、高齢化率2位
65歳以上の高齢者人口は1位

ｖ
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対応

②地域住民へ回覧で運動療法や熱中症の
注意喚起

①健康ケア教室主催者と協議
・一部の主催者には、定期的に参加者に連絡し
健康状態の確認やチラシの配布をしてもらう
・安否が確認できない人は包括に連絡をもらう

今後 ・状況に応じた活動を継続していく

③通いの場へ出向き、フレイルのチェック
シートの配布や運動療法の指導



3.認知症対策

認知症相談が増加

高齢化と共に認知症有病率も上昇

厚生労働省ホームページより

認知症施策推進大綱より

①普及啓発・本人発信支援

②予防

③医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

④認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の
人への支援社会参加支援

⑤研究開発・産業促進・国際展開

5つの柱

住民からの認知症相
談の増加・民生委員
からも件数・認知症
相談共に増加
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→認知症当事者や家族、地域住民の参加
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①オレンジカフェ（認知症カフェ）
今までは同じ場所でしか行われておらず、場所が
遠く来れない住民がいた

・チラシを各地区に回覧で周知

検討

・各まちづくり拠点施設で行うことにする

・認知症になってからもできる限り住み慣れた地域で普
通に暮らし続けていくために、本人発信をしてもらい、
地域住民やケアマネジャーに理解をしてもらう

→新任の民生委員向け認知症サポーター
の開催へ

対応
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②民生委員に対しての認知症理解

11/9認知症サポーター養成講座開催

後半では、生活支援コーディネーターが
「認知症の方を支えるためにできること」
としてパワーポイントで説明を行い、
グループワークをしてもらう

参加した方の感想
「相手の立場になって考えて行動できるよう
にしたい」

サポーター養成講座卒業者等から、ステップアップ講座の受講と

協力者を増やしていく
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9/11「若年性認知症交流会」の開催
対面とオンラインを活用した

ハイブリット型

参加した方の感想
「とても身近な問題として考え、参加で
き良かった」

「心の居場所、ソフトランディング等、
今後の支援を行う上で指針となる言葉を
頂けました」

鈴鹿市の若年性認知症の会の当事者や家族の会の方に依頼

認知症初期集中支援チームの介入
28年以降は70歳未満の相談が増加

③若年性認知症支援
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④地域住民に対しての認知症予防・相談先の周知

交流会でのアンケートの結果
「相談できるところが少ない」17％

認知症施策を広く住民に知ってもらうため、
オレンジプロジェクトinサンシティを企画

・住民に「オレンジプロジェクト」の理解と、
オレンジのお花作りを共同作業

・圏域のデイサービスにもポスター作りを協力
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11/28第5回オレンジプロジェクトinサンシティを開催

オレンジの花を飾ってくれた住民は320名
認知症チェックリスト41名、介護相談4名

今後 ・アウトリーチを進めていく
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ケアマネ

・地域住民の社会資源

社会資源の情報
があまり入って
いない

4.社会資源の不足

・七和地区
に通いの場
が少ない

・ケアマネジャーの社会資源

人的資源が少ない

検討 社会資源の開発や周知・連携が必要

・高齢化により
買い物に行けない、
という相談が増加

・コロナで外出自粛
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①-1高齢化率の高い自治会で通いの場がない

主催者と
通いの場
について
説明

地域の自治会長・民
生委員たちにも説明 新たに開設

①地域住民に対しての社会資源対応

有志の方

星川（七和）のチャペ
ルをもっと地域の人達
に気軽に立ち寄って話
しのできる場所に活用

したい

今後も、通いの
場の創設に、民
生委員、自治会
長、住民の力を
借りながら、
行っていきたい
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・住民へ宅配弁当の見える化

外出しなくても家に届け
てくれるお弁当をもっと
知ってもらおう

最近お弁当も色々な
種類が出てきている
よね

宅配弁当の一覧表を作成

ケアマネジャーへ渡す
各まちづくり拠点施設に設置

①-2食事支援
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②ケアマネジャーに対しての社会資源

7/10 ケアマネジャーとの
オンライン交流会を実施

・社会資源をもっと知りたい
・民生委員さんと交流したい
・資源のリストをホームページにアップしてほしい など

②-1民生委員との交流会

民生委員の
区域会議に参加→
依頼を快く承諾を
得る

11/2久米地区
（ケアマネ）本人の承諾
を得たら民生委員さんは

見に行ってくれる？

（民生委員）施設に入っ
た人や亡くなった人は教

えてほしい

情報交換ができる



17

②-2社会資源のリストの一覧化

ケアマネ交流会での意見を在宅医療・
介護連携支援センターに相談

生活支援コーディネーターも含め会議を開催、
以前作った社会資源の一覧表の活用を検討

生活支援コーディネーターが、ゆめはまネットワーク
への社会資源情報の掲載に向けて調整中

以前作った生活一覧表
を活用できたら

ゆめはまネット
ワークの活用は？できますよ

お助け隊
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オンラインの活用について、
ケアマネジャーの感想

今後

②-3フォーマルサービスの紹介

複合的な課題を抱えるケースを持つ
ケアマネジャーも多い

公的機関や医療・保健サービスについて
もケアマネジャーの交流会で紹介

ケアマネジャーが抱える問題や地域課題を
協働して解決していく

いい
出かける
手間がな

くていい

なく
てい

い

自分の場所
でやるから

安心する

3回目は相談支援室にも参加してもらい、地域の関係機関との
連携の取り方を伝えました
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互助自助 共助 公助

地域課題
個人

災害
高齢化

認知症

感染症
地域
住民

民生
委員

避難所
援護者
台帳

自治
会長

宅配
弁当

認知症
サポーター

家族の会

オレンジ
カフェ

当事者
の会

オンラ
イン
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ご清聴ありがとうございました


